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2007 年  11 月  01 日  

熊野の旅 ＥＸが増えていました 氷屋  

 先日取り上げた『ＥＸ 元・・・』の記事に関して、訂正と言うか、追加と言うか・・・ 
 アイスキャンデーを売っていた店で、本格的製氷屋が一軒、のこっていると書いた

とおもいますが、昨日、木本神社へ写真を撮りに行ったら、なくなっていました。き

れいさっぱり製氷工場を取り壊して、駐車場になっていました。 
 この氷屋さんでは『四角い氷』を作ってきました。 
 アイスキャンデーの大親分のような形で、のこぎりで切って売っていたのです。 
 私が子供の頃には、夏になるとここへ氷を買いに行く家がたくさんありました。そ

れと言うのも、電気冷蔵庫がまだ日本では無かったので、氷を入れて冷やす冷蔵庫が

活躍していたのです。外装が銅板で、分厚い断熱の、ものすごく重いものでした。こ

れでも、高価な物ですし、氷を買わないと冷えないのでそこそこのお金持ちしか持っ

て居なかったものです。 
 『シャッシャッ』といい音を立てて氷を切り、最後はのこぎりの背中で切り口をす

っとこすって切り離します。 
 『一齣が一貫目』だったと思います。 
 目分量で切り分けますし、製氷庫から出した瞬間から氷はどんどん融けます。当然、

目方はばらばらです。でも、今のように、『目方が足りない』『不当表示だ！』などと

日本人は言いませんでした。 
 味噌、醤油なども量り売りで、一合・二合の販売でしたが、なんｃｃ足りないだと

かいいませんでした。 
 売るほうも、ほんの少しおまけをしたりして、お互いに気持ちよく取引していたの

です。 
 おまけに、支払いは『つけ』でしたしね。 
 中には『踏み倒す客』『付け込む商売人』も居たわけですが、地域社会はうまく機

能していたのです。 

 



 この氷屋さんがなくなっても、確かにスーパーの冷凍庫にはパックされたきれいな

氷が売られていますから不自由は無いのですが…それに、鬼ヶ城の東口にある漁協の

荷揚げ場には自動製氷機があって、クラッシュした氷が買える筈ですから取り立てて

一般には問題はなさそうです。 
 困るのは、花火の日の露天商さんたちかも知れません。氷を使う露天商の人の多く

は当日ここで『四角い氷』を買っていましたからね。 
 しかし、又一つ、木本の老舗が消えたようです。 

 
 木本神社の手洗い水槽です。 
 氷屋さんはこの神社を出て右手すぐにあったのです。 
 ぼろっちい建物でしたから、取り払われてきれいになったのですが、果たしてそれ

で良いのやら・・・ 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ           by je2luz | 2007-11-01 

 

 

 

 

2007 年  11 月  02 日  

熊野の旅 霜月 資材・通販  

 随分と日が短くなり、お日様の高さも低くなっています。南向きの部屋では日の光

が部屋の置くまで差し込むようになりました。 
 空気は澄んでくるし、風景写真を撮るには良い季節になりました。 
 探し回らないと紅葉の無い地方で住んでいるので、秋になっても相変わらずモノク

ロ写真ばかりです。 
 そのモノクロフィルムの底がついて来ました。 
 被写体によって…絞り込む度合いによって感度の違うフィルムが欲しくなります。

ＡＳＡ…今はＩＳＯと言うらしいですが１００と４００の二種類を使っていますが、

ここに掲載する写真は大体においてうんと絞り込んでくっきりすっきりのものが多

いのです。 
 カメラが万全なら感度１００のものでシャッター速度をどんどん落とせば良いの

ですが、私の資材は３０年から物によっては７０年以上経過したものになるのでシャ

ッター速度の遅い方は当てにならないときがあります。そうなると 400 で無いと安

心できないのです。 
 フィルムはほとんど冷蔵庫の野菜庫の中にあり、一部は部屋の中で転がっています。 
 先日、野菜庫を覗いたら４００のＴＲＩ－Ｘが一本になっていました。 
 モノクロの四つ切写真を展示用に頼まれたのもあって、資材調達をすることにしま

した。 
 田舎でなくても、今の時代に成ると、『ビックカメラ』『ヨドバシカメラ』『キタム

ラ』などと言う大きなチェーン店に行かないと、印画紙はもちろん、ブローニーのモ

ノクロフィルムなど買えなくなって来ています。 
 コダックはすでにモノクロ印画紙から撤退し、アグフアは倒産し、コニカも無く、



フジフィルムもモノクロの縮小が始まっています。みんなが止めて元気になっている

のがイルフォードくらいです。 
 昨夜、ＮＥＴ通販で印画紙、印画紙用現像液、ブローニー判トライＸを発注しまし

た。 
 まとめて買わないと送料がかかるのですが、考えてみると都市近郊に住んでいて、

大手の店のあるところに電車で行けたとしても、電車賃はかかるのだし、近所の写真

屋じゃないから思いついてすぐに行けるわけじゃなし…ド田舎に住んでいてもあま

り便利さには変わりは無いようです。 
 ただ…現物を見てあれこれ考える楽しみは無いんですよね。 
 映画とて、映画館に行く人が減って、ＤＶＤ鑑賞でするのなら、ド田舎でも変わら

ないんですよね。 
 『郵便』・『宅急便』と言う物の流れが今と同じように確保されればの話ですがね。 

 
Tags:熊野市 モノクロ   木本町本町石畳      by je2luz | 2007-11-02 11:32 

 

 

 

 

2007 年  11 月  03 日  

熊野の旅 冬が近い？ めはりずし  

 もう１１月です。北海道などからは雪の便りが入り始めていますね。 
 この辺ではまだまだ暖かく、ようやく秋といった感じです。 
 しかし、暖かい所で暮らせば、暖かい冬が寒く感じるようになってしまうようです。 
 真冬の夜中でも零下になることのほとんど無い海岸沿いでも、ものすごく冷え込む

ように感じるらしく、皆さんストーブをがんがん焚いているようです。昼間でも止め

ることなく焚く家が多いようで、一生懸命地球ごと暖めにかかっているようです。こ

んな南方の人たちも、寒冷地が寒くなくなるように自前のお金で石油を焚いています

から、もう少しお待ちいただければ北国の方も暖かい冬が迎えられると思います。そ

ういう意味では、もう１０年も余ってストーブも焚かない、クーラーも使わない私は

北国も方に冷たいのかもしれませんね。 
 熊野では冬になると色んな名物が出揃ってきます。 
 普通の漁場ですと、『サンマ』は『秋の味覚』ですが、熊野では『冬の味覚』なの

です。 
 南下してくるサンマがこの沖に来るのが１１月末頃から春までだからです。 
 今では冷凍するので年中『サンマ寿司』や『サンマ丸干し』がありますが、本来は

この地元のサンマが揚がる時が作れる時だったのです。 
 みかんも主力の温州は冬のものだったのです。これも少々狂ってきて７月頃から収

穫できるようになっていますね。 
 そして、『めはり寿司』『高菜漬け』も冬に『高菜』を育てます。 

 
 高菜漬けの産地の熊野市山間部では、そろそろ霜が降りる頃です。 



 朝晩冷える山間部では、この写真のようにはすくすくと育ちません。もう少し縮れ

て育ちます。 
 その分生育は遅れますが、肉厚になり、辛味や味も濃くなります。とうぜん、おい

しい高菜漬けになるということです。 
 高菜は生長すると葉の長さが 30ｃｍほどにもなります。そうなったら、大きな葉

を欠きとって漬物にします。採った葉をさっと湯通しして食べるとぴりりと辛くてこ

れもおいしいものです。 
 下から欠きとりながら育てて行き、軸がうんと長くなり、葉っぱが小さくなったり

花が咲いてきたりしたら収穫を終わります。きちんと育てば一本から１５枚も２０枚

も収穫できるでしょうね。 
 一枚一枚欠きとって収穫しますから、本格的に栽培すると腰の痛い収穫作業でしょ

うね。私の場合は高菜が植わっている面積は一坪ほどですから、痛いところまでは行

きませんがね。 
 昔の『高菜寿司』はこの大きな葉をほとんど一枚使って握りました。大きな茶碗で

一杯分どころか二杯分くらいを包み込んだのです。大きなものにかぶりつくので、『目

を見張る』と言うことから『目張り寿司』と呼ぶようになったという説があるのです。

今では、葉っぱの先っちょの柔らかな所だけで上品に握ります。 
 筋っぽい根元の方まで使って握ると、噛み切れなくて結構食べにくいものです。 
 山仕事の弁当などにしたそうですから、塩辛い漬物に更に醤油をかけて握り、おか

ず無しで食べられるようにしたのです。少しお金のある人は、サンマの丸干しを 1/4
匹くらいを持って行ったそうです。 
 つまり…元々は『名物』なんてものではなく、まさに、貧乏人が生き延びるために

食べていたものなのです。心して食べてくださいとは言いませんが、醤油だけをまぶ

した『目張り寿司』だけを持って山で働いた、熊野のそま人達の質素な生活を偲んで

みてください。 
 三山参りも、物見遊山の旅ではなかったのですしね。 
Tags:熊野市 熊野の味 大又川           by je2luz | 2007-11-03 12:37 

 

 

 

 

2007 年  11 月  04 日  

熊野の旅 木本神社 棟札  

 手元に、昭和６３年３月発行の『神社棟札 産田・木本・大馬』と言う本がありま

す。 
 これは、その４年前に発行された『熊野市史』の資料編として追加発行されたもの

です。 取り立てて面白いものでも無し、頂いてからまともに開いたことがありませ

んでした。 
 少々ネタ切れになったので、開いてみました。 

 
 木本も人が住みついたのは結構古いはずです。 



 すぐそばには、日本最古の神社『花の窟神社』もあることですから、『木本神社』

の棟札も随分古い物が出てきたのだろうな、と思いましたが… 
 木本神社の残されていた棟札の一番古いのは、『慶長１３年』１６０８年の御遷宮

のものだそうです。 
 古いといえば古いのですが、関が原以降の物ですね。こうしたものの中では古いと

もいえません。 
 と言うものの、この『木本神社』は今の位置に元からあったのではないようです。 
 そばを流れる『西郷川』の上流の『新田』に『元宮』と言われる物があります。 
 元和６年（1620）に『若一王子造営』なんてのがあるようですから、このお宮さ

んも一寸不便な山の方から町中に引っ越してきたのでしょう。 
 距離にしたら 1Ｋｍあるかないかですが、今の場所は海のすぐそば、木本浦の中心

であった、『親井戸』（親地町）にありますから便利この上ない所です。 
 そもそも神社と言うものは、『遷宮』なんて習慣があるくらいですから、簡単に引

っ越せますよね。 
 それ以降、この本の発行までの４００年ほどの間に１０６枚の棟札や寄進札が残さ

れているようです。つまりは、津波や高潮からも守られてきたということです。 
 その中でふと目についたのが、大正５年（１９１６）に『青銅製御神馬・石材玉垣』

と言うのがあります。この『御神馬』は目にしたことがありません。 
 先の戦争の時に『御神馬』も出征なされたのでしょうか？ 
 一般民家の鍋釜・お寺の鐘も供出されたのですから、『御神馬』は率先して戦場に

赴かなくてはおかしいですがね。 
 ちなみに、この『御神馬』の寄進は木本の旧家の方が『四十二の厄』に奉納された

ものだそうです。 

 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ  木本神社・手洗い     by je2luz | 2007-11-04 10:54  

 

 

 



 

2007 年  11 月  05 日  

熊野の旅 産田神社棟札  

昨日の続きになりますが、日本最古の神社『花の窟神社』の続きのような存在の『産

田神社』の棟札なら、さぞかし古い物が残されているだろうと想像しました。 
 ところが、残されているのは、木本神社よりは古いですが、永正１８年（1521）
からだそうです。 
 まあ、年代はそんなに古くは無いのですが、この棟札には日付の永正１８年霜月１

４日の他に 

  
 『奉棟上産田二所大明神 紀州無漏郡有馬荘司榎本朝臣和泉守忠親』 
   『荘内安全人民快楽      同１５日御遷宮 神主 藤原森純』 
 などと記載されています。 

 
 花の窟神社は社殿も何も無いものですから、大層な棟札が無くて当たり前でしょう。 
 この『産田神社』の棟札はその辺の鎮守様といささか趣の違う感じですね。 
 勧進主も庄屋さんとかではないようです。 
 しかし、祈願分のほうは、非常に近代的で『人民快楽』などとなっています。 
 もっとも、これとて、上から見た『荘内平穏』だったのかも知れませんがね。 
 どうも、普請の費用は棟札の表書きのようにたいそれた感じではなく、有馬の地主

から調達したような裏書になっているようです。 
 地名の方は色んな表記のものがあるようですが、読み方の『むろ・むろう』はずっ

と変わらないようです。今の漢字変換ですと『みなみむろぐん』になっていますが私

が子供の頃にも『みなみむろうぐん』と発音する人が多く居ました。漢字は『南牟婁

郡』となっています。この『牟婁』は『室』などと同じで「暖かい場所」だそうです。

麹を作ったりする部屋を「むろ」と呼ぶこともあるようですね。この辺では蒸し暑い

部屋などを『室のように暑い』と表現していました。 

 



 まあ、棟札は残っているものが資料になるのであって、『信貴山縁起』とかのよう

に、その神社の歴史を記載したものではないですから、永正年間のものが残っている

だけでも貴重でしょうね。 
 それ以降の昭和年間まで１００枚が残され、その中には今は社殿のない『花の窟神

社』の物も含まれているようです。 
Tags:熊野市 世界遺産 モノクロ          by je2luz | 2007-11-05 11:16 

 

 

 

2007 年  11 月  06 日  

熊野の旅 観光・・・金食い虫の誘惑  

 日本全国、一体どれだけの無駄遣いが『観光振興』とかの名目でなされてきたので

しょう？そして、これからも、使われ続けるのでしょうね。 
 破綻したおかげで一躍有名になった夕張市も傾くきっかけを作ったのは、ほかなら

ぬ『観光振興』だったのです。 
 他所様のことを言わなくても、ここ三重県でも、伊勢志摩はもちろん、東紀州、県

北などにつぎ込んで消えていったお金は恐ろしいものかと思います。 
 今は、めったと使われない『県営アリーナ』が残されている『祭り博』なんてのも

ありました。前の前の知事の御世だったかと思います。『伊勢戦国村』とやらの隣に

突然現れたパビリオン群、そして、半年ほど営業して取り壊す愚の骨頂のようなイベ

ントをやらかしました。 
 県内全域で、町内会、婦人会、老人会などを動員して見に行く可能性も無い人たち

に前売り券を半強制的に売りつけて…『赤字にはならなかった』と胸を張っていまし

た。 
 準備にかかった公務員の人件費、運営中に動員された公務員の人件費なども採算ベ

ースに関係なしです。まさに、県民の財布に手を突っ込んで、主催者の自己満足を得

ただけのようなものでした。 
 こうした大型イベントでは北海道の『食の博覧会』とか瀬戸内大橋完成時の『瀬戸

内博』などは失敗の代表格でしょうね。 
 それでも、お役人も各地のお歴々もこうした企画が大好きですね。 
 半年営業するために馬鹿な投資をし、半年のために若い女の子をはじめ臨時に大勢

を雇用しすぐに放り出す…振興にも何にもなりません、土方、建設業が稼ぐだけです。

それも、大手の所だけです。出向したお役人には戻る所はありますがね。 
 近い所では、『世界遺産』もこれですね。 
 『遺産を守る』よりも、便乗して『観光振興』と言う名のお金を垂れ流す… 
 三重県も県南にお金を放り込んだので、バランスの関係で今度は県北の方で何かを

画策しているようです。 
 『費用対効果』を言うなら、人が来ない観光地に入れる、箱物やハードのお金は随

分効率の悪いものです。地元民の福利厚生にもならないのに… 
 麻薬や魔法の呪文のように、お役所の財布の紐を緩めさせる『観光振興』などと言

う言葉はたいした物です。 



 悪女と一緒でいくらつぎ込んでも…なのですがね。 

 
Tags:熊野古道 世界遺産 モノクロ         by je2luz | 2007-11-06 11:24 

 

 

 

 

 

2007 年  11 月  07 日  

熊野の旅 月例 今月も・・・広報くまの から  

毎月のことですが、熊野市報には今月も寒い数字が並びました。 
  お誕生   8 
  お悔やみ  24 
 今月は一人だけ悲しいことに子供が含まれて居ます。他は一番若くて６２歳、９０

歳以上が５人も居ます。まあ、順当な数字が並んでいます。 
 出生はずっと一桁が続きます。 
 今から３０年前、過疎が極度に進んだといわれた頃でも、木本町はこれより少し少

ないくらいでしたが、井戸小学校校区単独でこれ以上生まれていました。まさに、激

減です。 

   
  人口    ２１．１９７   （-28） 
    男     9.891   （ +1） 
    女    11.306   （－２９） 
 これも、いつもながらの数字です。一見、人口減が割りと少ないのですが、平均寿

命の延びが衰えたとは言え、昔に比べ長生きする人が多いので中々減らないように見

えているだけす。老齢化指数はどんどん高くなっています。あと二ヶ月ほどで私もそ

の統計上の年寄りに入って 1/21000 くらい指数を押し上げます。 

 
 同じ市報では、体操の笠松茂さんが熊野市初の『市民栄誉賞』を受賞したことが取

り上げられています。 
 笠松さんはミュンヘンオリンピックでの金メダル受賞者です。 
 県立木本高校の出身ですが、ここの体操部はこの人の兄さんたちが作ったものです。 

 
 私たちが高校のとき、木本町の有本散髪屋のご兄弟とかの方が陸上のオリンピック

選手だったとかで、時の日本体操界を代表する池田さんたちが高校にこられて模範演

技を披露されました。 
 その時にはまだ木本高校体操部は無く、体育館も小さなものしかなかったので、グ

ランドでの青空演技でした。 
 この演技に感動した私の同級生の、笠松、山本、桧作たちが体操部を立ち上げたの

です。 
 立ち上げても、新参クラブが体育館を使えるはずも無く、校舎と校舎の間の中庭な

どで練習に励んでいました。途中でボロ体育館に吊り輪をぶら下げてもらって吊り輪



は体育館でやっていましたね。 
 そんな格好でスタートした体操部ですが、それから４・５年の後には兄に触発され

た笠松茂さんがオリンピック選手になるまでになったのです。 
 しかし…何せ田舎の県立高校ですから取り立てて有名なコーチが居るわけでもな

く、体操の名門校になることはありませんでした。 
 笠松の弟さんの頃には、たしか今の大きな体育館が出来ていたのではないかと思い

ます。 
 才能と努力があれば、無名校からでもオリンピック選手は出るものです。 
 この、クラブを設立した諸君はほとんど教員になられ、もう定年退職されました。

創設者であることは世間では忘れ去られているでしょうね。 
 カメラは  オリンパス 35Ｓｂ 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ          by je2luz | 2007-11-07 09:49 

 

 

 

 

2007 年  11 月  08 日  

熊野の旅 秋の日  

 空気が澄んできて風景写真を撮るには良い季節になってきました。 
 残念ながらこの海岸線では紅葉が見られないので季節感には乏しい秋になってい

ます。 
 熊野古道脇にはススキが穂を出し、もうすぐにハゼなど一部の木が点々と色付いて、

それこそ『小さい秋』が見られます。 
 『全山紅葉』のように息を呑むようなものではない分、『秋のあはれ』など感じる

かもしれません。 
 モノクロ主体の私の写真では、紅葉が無いのもあまり関係が無いようです。 
 それでも、渓流のそばに行って紅葉した木の葉の間を抜けてくる光を撮りに行こう

という意欲は、紅葉自体が無いと湧いてきませんね。 

 
 秋は、日が落ちるのが早いので午後になった頃に行動を起こす私にとっては時間が

すごく短いです。 
 昨日は石畳に三脚を立てて写真を撮ろうとしましたが、どう言う訳か車がやってき

て止まるので中々シャッターが切れませんでした。走ってくるのならものの一分も待

てば通り過ぎてしまう長さしかないのですから問題は無いのですが、駐車されると手

に負えません。 
 右だろうと左だろうとお構いなし… 
 二台はす向かいに右側駐車…これをそのまま写真にしたら、車が右側通行で？？？

写真が裏焼き？？？と思われそうな光景までありました。 
 普段は人払いも車払いも必要無いのですが、日頃の行いが悪いのでしょうね。 
 本町通り中ほど、『関船町』にある、熊野古道歩きの人向けの小さな展示場を兼ね

てちょこっと野菜など売っている店のおばさんが声を掛けてきて、『やっぱり、あん



たかえ…元気かえ？もう子供ら大きなったんやろうねえ…』などと言う話になり、『い

っつもなら、車らほとんどあらせんのに…日曜日ら人も通らせん』と言っていました。 
 ここは浜街道…観光ガイドにも載っているところです。そして、そのために石畳も

敷いたのにね。 
 何やかやと、駐車した車が移動するのを待っていたら、日が傾いてしまいました。 
 「ぎらぎらと真上から太陽が照り付けて人気のない町」と「日が傾いて人気のない

町」ではどうせ人通りが無いにしても後者の方が寂しいですね。 
 極めつけは真冬の月夜の人気のない町でしょうか… 

月天心 貧しき町を 通りけり・・・ 
 まあ、貧しいというほどではないですが… 

月天心 老いたる町を とおりけり・・・ 
なんていやですね。この通りは、新調したナトリウム灯が並んで橙色の光を出し

ているのでわびしさからは逃れていますがね。 

 
Tags:熊野市 世界遺産 モノクロ           by je2luz | 2007-11-08 11:08 

 

 

 

 

 

2007 年  11 月  09 日  

熊野の旅 熊野古道と災害  

 今年の７月にあった集中豪雨で熊野古道の中で南牟婁郡御浜町内の『横垣峠』が地

割れのために通行止めになっていました。 
 この１１月１０日からその一部が通行可能になるようです。しかし、まだ峠の方が

通行止めのようです。 
 この峠は全線踏破を目指すようなマニアしか歩かない区間なのでほとんどの人に

は関係ない『熊野古道』かと思います。 
 熊野古道で残されているのは当然のように山の中だけです。平地は何百年もの時代



の変化とともに改修、改良されて姿を変えてしまっています。 
 江戸時代に整備された街道でさえ、近代では手狭でほとんど残っていないくらいで

すから、それ以前に開かれた田舎道は当然です。 
 山の中の道と言うものは、人の手による改造はあまりされませんが、人の行き来が

途絶えるとともに、自然の方が元の形に戻そうと頑張り続けます。 
 石畳や階段を作った所は木の根っこが入り込み下から押し上げて崩して行きます。

その力が勝つと石は簡単に外れてしまいます。これは、人が通り管理されている大き

なお寺や神社の境内でさえ起きていることです。 
 土のままのところは雨のたびに削られ、坂道部分は歩くことも出来なくなってきま

すし、人が通る時には踏み潰されたり、刈り払われたりして育たなかった草が生え、

樹木が生えて育ってしまいます。 場所によっては熊野古道のルートさえ分からなく

なっていた所もあります。 
 今はルートのほぼ確定され、歩けるようになっていますが、少し前には事実上通行

不能のルートがたくさんあったものです。 
 確実に維持されていたのは、山で働く人が山林管理のために使った『そま道』です。 
 今は、世界遺産登録を目指して全線でルートの確定と補修がなされました。 
 しかし、その周辺の山林が荒れ始めています。人工林も放置され、密集した真っ暗

な林になり山腹崩壊の危険が高まっています。天然林に見える雑木林も、本来は人に

手によって管理された薪炭用の林だったのです。放置され最初は威勢が良かったので

すが、段々元気が無くなって来ています。 
 さらには、本物の猟師が居なくなり、遊猟ハンターも老齢化が進んできたので、こ

の周辺でも野生動物がやたらと出没するようになっています。 
 山と言うものは地学的に言えば必ず崩れるのもです。人手によって山林が維持され

て崩壊も防いできたのですが、その機能が止まっています。 
 土木的に道だけを補修しても先はそんなに長くないでしょうね。 

 



 
 雨の日には立ち入らない方が良い区間が少しずつ増えるかもしれません。 
 それに、知床ほどではないですが、峠を越える時には熊よけに腰に鐘をぶら下げた

りラジオを掛けたりしなくてはならなくなるかもしれません。 
 およそ『幽玄』だとか『神々とのふれあい』とは程遠いものになりますね。 
 もっとも、熊野古道歩きのグループを見ていると、ガイドブックと先導者の説明や

仲間のおしゃべりに夢中で、そんなものとは元々縁遠いようには思えますが… 

 
Tags:熊野古道 世界遺産 モノクロ  松本峠     by je2luz | 2007-11-09 10:55 

 

 

 

 

2007 年  11 月  10 日  

熊野の旅 日本の世界遺産群  

この１５年ほどで日本中にたくさんの世界遺産指定箇所が誕生しました。 

 
 １９９３年 法隆寺地域の仏教建造物 （文化遺産） 
        姫路城  （文化遺産） 
        屋久島  （自然遺産） 
        白神山地 （自然遺産） 
 １９９４年 古都京都の文化財  （文化遺産） 
 １９９５年 白川郷・五箇山の合掌造りの集落    （文化遺産） 
 １９９６年 原爆ドーム （文化遺産） 
       厳島神社  （文化遺産） 
 １９９８年 古都奈良の文化財 （文化遺産） 
 １９９９年 日光の社寺 （文化遺産） 
 ２０００年 琉球王国のグスリ及び関連遺産群 （文化遺産） 
 ２００４年 紀伊山地の霊場と参詣道 （文化遺産） 
 ２００５年 知床 （自然遺産） 
 ２００７年 石見銀山遺跡とその文化的景観 （文化遺産） 

 
 以上、１４件が指定を受けています。 
 この中で何箇所行かれましたか？ 
 世界遺産と言うような看板が無かった時代がほとんどですが、「屋久島」「白神山地」

「石見銀山」以外は行ったことになっています。琉球に関しては海洋博で行っただけ

で、今のようなきれいな首里城などはありませんでしたね。 
 この後に控えているのが 

 
 平泉 
 富岡製糸工場と絹産業遺産群 



 国立西洋美術館本館 
 古都鎌倉の寺院・神社ほか 
 富士山 
 小笠原諸島 
 彦根城 
 飛鳥・藤原の宮都とその関連遺産 
 長崎の教会群とキリスト教関連遺産 

 
 この九つが候補地に挙がっています。 
 すごいですねえ… 
 もうこうなったら、小さな日本ですから…『世界遺産・日本列島』にしてしまって

も良さそうな気もします。 

 
 これだけの世界遺産を巡って、きちんと見て廻ると大変な日にちが掛かりますね。 
 バスツアーで行けばほんの数時間で終われるのですが、世界遺産を世界遺産らしく、

見て、体験するとなると大変ですね。 
 狭い所でも本体と周辺の雰囲気を味わうと丸一日で足りるかどうか… 

 
 『熊野古道』とか『霊場』をきちんと廻ったら、ひたすら歩いても２０日は掛かる

でしょう。大変なことですね。 
 それでも、全線踏破を目指す人が結構居るようですね。とても私には出来ないどこ

ろか思いもできません。 
 それでも、ここの世界遺産を一日とか二日で見て済ませるのは無理だと思います。 
 そもそも、『見る場所』ではないと思っていますからね。  

 
Tags:世界遺産 熊野古道 モノクロ  佐田坂 赤外写真  by je2luz | 2007-11-10 12:19 

 

 

 

 



2007 年  11 月  11 日  

熊野の旅 まだまだ大きすぎる・・・さんま  

 この沖にもサンマが廻ってき始めたようです。 
 スーパーの鮮魚コーナーに『二木島港産』と書いたものが並びました。 
 少々大きいですね。 
 太っていますね。 
 普通なら、大きくて太っていれば、『良い型』で喜ばれるのですが、ここではあま

り喜ばれないのです。 
 大きくて太っていても、三陸沖や銚子沖のようには脂は乗っていません。生のま

ま・ぶえん（無塩）で焼くのなら、後片付けが大変で、マンションでは禁止されるよ

うな脂だらけのほうがおいしいです。 
 サンマはここまで南下してくると、脂が落ち始めるのです。 
 サンマの丸干しや寿司には脂ぎったものは具合が悪いです。 
 酢で締めようにも酢が効かない、塩をしようにも塩が効かない…なのです。 
 そもそも、脂の落ちたサンマしか捕れないし、そのままではおいしくないし…とい

う事で『寿司』や『丸干し』が発達したのだと思います。 
 つまり、この辺で脂が乗っているというもんは中途半端な物が多いのです。おまけ

に、この時期になると、都会の消費地では『サンマ』はいささか食べ飽きてしまった

頃です。 
 これから先になると、地元の人の関心は、『脂が落ちるかどうか…』なのです。 
 昔ほど家で『サンマ寿司』を作ることがなくなっていますが、作るにしても、買っ

て食べるにしても脂が落ちないとおいしいものは口に出来ません。 
 丸干しは今でも安くて良いサンマが出ると自分で干す人が結構居るくらいです。そ

れだけ、まだ生活に密着しているのですね。 

 

 これも、私が子供の頃に比べると随分減りました。昔は、数こそ違えども、家々の

軒先にサンマの『青いすだれ』が出来たものです。その横には渋柿を吊るした『橙色

のすだれ』が並んだものです。こちらも、あまり見かけなくなりましたね。食べさせ

る子供や孫が居なくなりましたからね。ついでに、隣に藁に通してサツマイモのふか

したものを輪切りにして干す『黄色いすだれ』まであった時代もあります。 
 ここだけの話では無いのですが、生活が全国均質化して来ています。観光用に無理



やり地方色を探したり、演出したり・・・寂しい話ですね。 

 
 カメラは   ツァイス・コンタフレックス 
Tags:熊野市 熊野の味 モノクロ        by je2luz | 2007-11-11 11:55 

 

 

 

 

2007 年  11 月  12 日  

熊野の旅 昭和は遠くなりにけり 1 台所  

 かつて、御世が昭和だった頃… 
 『明治は遠くなりにけり・・・』などといわれました。 
 今や御世が『平成』になって２０年近く経ってきましたから、『昭和は遠くなりに

けり』と言う時代になってきました。 
 平成元年に生まれた子供がもう高校を卒業しているのですよね。 

 
 昭和時代が長かったので、同じ昭和でも、『戦前の昭和』『戦後混乱復興期の昭和』

『裕福な日本の昭和』は異質な物ですね。 
 戦前の昭和から戦後混乱期復興期の昭和は、生活の方では古い物が沢山残っていた

ように思います。 
 生活様式の変化でどんどん身の回りにあるものが変わってゆきました。 
 家の中も、戦後すぐから叫ばれた『新生活運動』の成果なのか、すこしお金に余裕

が出来ると、一番先に改造されたのが台所でした。 
 日の当たらない、暗いところに追いやられていた『台所』が生活の主役に躍り出て

きた時代です。 
 石油ストーブや家電のメーカーとか言うものも出現し、『炊飯器』『石油コンロ』『冷

蔵庫』『洗濯機』など家事労働の合理化に資するものに力を入れました。 
 その普及とともにそれにあわせて家も改築されてゆきましたね。 
 一番先に消えていったのが、写真のような『おくどさん』ですね。 
 古来、日本の日常生活で最重要のものであったのです。 
 『おくどさん』『くんど』『かまど』『へっつい』『へつい』…呼び方は地方や家によ

って様々だったでしょう。 
 移動できるものもあったのですが、基本的には土と瓦のような焼き物などで作った、

重くて大きく、薪を燃やすので台所を土間にして、でんと座っていたものです。まさ

に、台所の中心をなす存在でした。 
 逆に石油コンロやガスコンロの普及とともにものすごく邪魔な物となってしまい

ました。 
 『こいつがあるから台所が土間になっていて、上がったり降りたり大変なんだ。』

とか『土間にしなくても良くなれば冬も足が冷えなくて済む』などと言うことで、よ

ほどの旧家で台所が大きいく、一部の改造で近代化できるようなところを除いて取り

壊されてしまったのです。 



 

 この『おくどさん』は前にも紹介したように、熊野市が熊野古道歩きの人の休憩所

として解放している『紀南ツアーデザインセンター』（旧奥川邸）に残されているも

のです、 
 型式はさほど古いものではないですが、年配の田舎育ちの人なら、この「おくどさ

ん」の大きさを見ても、この家の大きさが推し量れると思います。 
 カメラは   センチュリー・グラフィック＋スーパートプコール 65ｍｍ 
Tags:昭和 熊野古道 クラシックカメラ    by je2luz | 2007-11-12 11:29 | 

 

 

 

 

 

 

2007 年  11 月  13 日  

熊野の旅 昭和は遠くなりにけり 2 おくどさん  

 今日も写真は木本町の旧家『奥川邸』を寄付していただいた施設の『ツアーデザイ

ンセンター』です。 
 建物は明治時期のもののようですが、中の佇まいは、大正から昭和に掛けての臭い

がします。 



 
 木本きっての資産家であった奥川さんの家ですから、木本は小さな家の多い町です

が、ここの家は大きなものです。 
 他所の町の大きな家に比べればさほど大きくは無いのですが、出入りが多かった証

拠に、通り抜け土間にある『おくどさん』は四連のものです。大きな釜の載るものか

ら小さなものまで四つの焚き口が並んでいます。 
 昨日撮影していて気が付いたのですが、この時期の『おくどさん』につき物の『か

んす』がかかっていないのです。 
 『かんす』とは『鑵子』と書くものです。今はあまり使いませんが一応標準語だっ

たものです。 
 ものは『茶釜』のようなお湯を沸かすお釜です。ご飯を炊く『羽釜』の口は広いま

まですが、『かんす』の口は小さく絞ってあります。 
 地方によって少々形は違ったようですが、この辺ではこうした『おくどさん』のか

けるので腰周りにつばの付いたものでした。 
 聞いてみると、この家を譲り受けた時には無かったそうですし、今のところ何所か

らも入手できていないのだそうです。 
 寒い季節になると、一日中『かんす』でお湯を沸かしていて、来客に暖かいお茶を

出したり。手足を温めるお湯を出したものです。 
 藁ぞうりやせいぜい下駄と言ういでたちで寒い道を歩いてくる来客にはそれが一

番のもてなしだったのでしょうね。 
 この『かんす』も『おくどさん』が使われなくなるとともに、姿を消していったも

のです。昭和４０年代に入ってきた頃でしょうかね。今では、知らない人のほうが多

くなって来ています。 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ      by je2luz | 2007-11-13 10:37 

 

 

 

 

2007 年  11 月  14 日  

熊野の旅 昭和は遠くなりにけり ３ おくどさんの続き  



 今日も昨日の続きです。 
 おくどさんで一日中火を焚くということはいつも家の中に火気があるということ

です。 
 昔の町場は、家が建て込んでいて、万が一にも火事が出ようものなら、町中を焼き

尽くす恐れがありました。 
 百姓さんの家とその辺が違います。 
 町屋で家が狭くても、『おくどさん』の座る場所は土間にして、周りからはなるべ

く隔離してありました。 
 ここ、奥川邸の不思議な所は、『おくどさん』の焚き口側に板間の延長部分が張り

出してきていることです。 
 何時の時代にこうしたのか分かりませんが、かなり古いのは確かです。 
 隙間が３尺も無い状態ですから、防火面で言うとかなり恐ろしい構造です。 
 据えられている『おくどさん』は焚き口に蓋のある、ロストル付きの近代的？なも

のですから、大丈夫と思って突き出してきたのでしょうかね。 

 

 焚き口は狭くて、田舎風の薪をくべるのは少し難しいものですし、どんどん火を焚

くと当然入り口の蓋も開けっ放しになります。 
 杉や桧の枝を薪にしたものは、残った湿気などで、パチンとよくはぜます。火の粉

と言うより、火の付いた炭が飛び出します。 
 十分火事を起こすに十分な火種です。 
 だから、『おくどさん』の周りは土間にして何も置かなかったわけです。 

 
 ご覧ください。 
 鉄瓶ではなく、その周りの板です。 
 ポツポツとへっこんで居るのは全部焼け焦げです。 
 板が厚いので穴が開いてしまうまでは行っていませんが、深さ数ミリと言うものも

あります。板の厚さで燃え上がるのが防げたというような感じです。毎日の濡れ雑巾



での吹き掃除も欠かせなかったでしょうね。 
 忙しく人が一杯行き来する土間に据えられていたからこの程度で済んだともいえ

るでしょうね。 
 下男、下女はうんと叱られたことでしょうが、これだけ多いと、叱る効果もあまり

無かったかもしれません。 
 この部分を取り壊さなかったのが本当に不思議な物です。 
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2007 年  11 月  15 日  

熊野の旅 昭和は遠くなりにけり ４ 新生活運動  

 今日の変化は昭和の中頃に起きた変化です。 
 先日も触れたように、戦後すぐに起きた日本近代化運動のひとつに、『新生活運動』

と言うものがありました。 
 非常に広範囲のものにこの名称がかぶされていたようです。 
 生活の隅々まであれこれとターゲットにして、古い習慣や生活様式を改めようとい

うものでした。 
 『病気見舞い』『お香典』『入学祝』などのご近所、親戚付き合いもターゲットにな

りました。 
 『お香典』など、『他人様は１００円』『集落内３００円』『親戚５００円』などと

言う取り決めをしたりしていましたね。 
 たしかに、合理的に見えるのですが、中々守られず、いさかいの元を一杯作ったり、

数年でなし崩しに無効になったり、再議決したり… 

 
 主婦の家事労働からの解放と婦人の人権擁護のためにもこの運動が活用されまし

た。 
 婦人議員一号の市川房江女史などが大活躍した頃なのです。 
 当時、元気のあった『婦人会』をフル動員していろんなことをやっていましたね。 
 どう言う訳か、そのいでたちは、『愛国婦人会』と同じような『白い割烹着』姿で

したね。 
 ご婦人を動員しての、食生活改善の料理教室などは、それこそ津々浦々まで行われ

ました。 
 それまでは、都会のほんの一部でしか口にしなかった『コロッケ』なんかが田舎の

家庭まで入り込んだのはこの時期です。 
 テレビの無い時代では、婦人会の講習会や雑誌が大活躍でした。 
 『主婦の友』『主婦と生活』『婦人公論』『家の光』…最後の一つは農協経由で田舎

を席巻したものです。これらの雑誌がものすごく元気だったのです。 
 ハードの面では、まず取り上げられたのは、『台所の改善』でした。 
 付きっ切りで火を焚く『かまど』から『石油コンロ』『ガスコンロ』『電気釜』への

移行から始まり。『甕』（かめ）へ溜めた水を使う炊事様式が不衛生だということで止



めるように指導、それとともに流し台の改造も行われました。 
 それまでにあった、『木製の流し』はどんどん姿を消しました。流しの横の『甕』

は蓋をされるか取り外されました。そして、「タイル張り」や「石の磨き出し」の流

し台に変わりました。 
 この流れの最後の頃に、既製品の『流し台』が開発され一気に改造が進みましたね。 
 現場施工の部分が少ないので、その後での交換も楽ですしね。 
 この時期に、日本の台所は様変わりして行きましたね。ちょうど、お母さん方の着

る物が和服から洋服に変わった時期ですね。夏服のワンピースに『アッパッツパ』な

んて不思議な名前がつけられた時代です。 
 ここ、奥川邸でも、昔の流し様式は残っていません。せめて、セメントかタイルの

流しが残っていれば。『らしく』て良いのですが… 
 近年まで、実際に生活をなされていた建物ですから、現状ほども残されていれば奇

跡ともいえるのですが、勝手な物で見る側は『古いのが残っていれば・・・』などと

思うものです。 

 

 一連の写真は、熊野古道歩きの休憩所を兼ねた施設のものです。 
 『紀南ツアーデザインセンター』の事務所でもあり、ここに立ち寄ると木本の古い

民家の中が見学できますし、やさしい女の人によって『おくどさん』で沸かしたお茶

の接待も受けられます。 
 Tags:昭和 熊野市 モノクロ       by je2luz | 2007-11-15 10:27 



2007 年  11 月  16 日  

熊野の旅 昭和は遠くなりにけり ５ 屋根裏  

 田舎の街といっても意外と古い物を実際に目にすることは少ないものです。 
 半世紀前には常識で、生活の中にあったものが知らない間に変わってしまい。画さ

れてしまっています。 
 家の構造でも、昔の家は仏間とか客間のような『良い部屋』以外には天井が無いも

のが多かったのです。 
 『おくどさん』で薪を燃やし、寒い地方では囲炉裏でも薪を燃やしましたから、煙

が充満し、天井のようなものがあると煙が低くたまるのでそれこそ息が出来なくなり

ます。屋根裏まで逃がして煙たさから逃れるとともに、家を乾燥させ、すすを染込ま

せて丈夫にしていたのです。 
 昔の古い家は、真っ黒な屋根裏が頭の上にあるので、中に居ると昼間でも怖いよう

な感じでした。 
 私が育った家は小学校の頃に台所以外の部屋に天井を張ってくれたので随分怖さ

はなくなりましたが、真っ黒な柱に真っ黒な屋根の小屋組みが幼心に恐ろしかったこ

とを覚えています。 
 奥川邸の台所も天井が無く、真っ黒にすすびた小屋組みが見えています。 
 昔は、この暗くて高い天上の下にせいぜい 40W くらいの電灯だけがぶら下がって

いたのです。庶民の家だと 20W の定額契約で家中で 20W 一灯なんて生活だったの

ですからね。 
 その時代に『二又』を考案したのが松下の始まりだったのです。 

 

 この家では、碍子を使った蝋引き線の配線が残っていて、今も現役で電気を送って

います。 
 VP 線などのような味気の無いものではなく、職人の心意気が現れているような配

線です。 
 誰に見られても恥ずかしくない露出配線です。 
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